
 
 

 

夢に向かって駆ける「丙午」の年に 

校長 櫻 井 貴 志   

さて、本年は十干十二支で言えば「丙午（ひのえうま）」にあたります。 古くから「丙（ひのえ）」は

「火」の兄を意味し、形がはっきりとしてくる勢いの強さを表します。そして「午（うま）」もまた、力強

く大地を駆け抜けるエネルギーの象徴です。 

この「丙午」の年は、これまでの努力が形となり、力強く飛躍する一年になると言われています。何より、

本校の宝である子どもたちの姿そのものではないでしょうか。 

日頃より、素直で明るく、何事にも一生懸命に取り組む素晴らしいお子様方を本校に預けてくださってい

る保護者の皆様に、心より感謝申し上げます。皆様が家庭で注いでくださる愛情という栄養があるからこ

そ、子どもたちは学校で大輪の花を咲かせることができます。 

本年も、「学校・家庭・地域」が手を取り合う三位一体の教育をさらに推進してまいります。地域全体で

子どもたちを見守り、育む温かな絆を大切にしながら、職員一同、誠心誠意教育活動に邁進する所存です。 

悪天候に伴う「引き渡し下校」への御礼と教訓 

先日の悪天候に際しましては、急な「保護者引き渡し」の要請にもかかわらず、迅速かつ冷静にご対応い

ただき、誠にありがとうございました。 

 皆様のご協力のおかげで、大きな混乱もなく、無事に全員の安全を確保することができました。お仕事

やご予定を調整して駆けつけてくださった皆様、また近隣での誘導にご協力いただいた地域の皆様に、改め

て深く感謝申し上げます。 

今回の対応を通じ、マニュアルだけでは測れない「現場の動き」や、連絡体制のさらなる改善点など、多

くの貴重な教訓を得ることができました。「子どもの命を守る」という最優先事項を再確認し、今回の経験

を今後の防災・安全管理体制の強化に必ず活かしてまいります。 

放課後の「居場所」を支える温かな眼差し 

本校の放課後子ども教室（ひなわしメート）を訪ねると、そこには教室とはまた違った、子どもたちのリ

ラックスした、そして弾けるような笑顔があふれています。出来るだけスタッフの方とお話しする機会をも

つようにしていますが、その深い愛情にいつも胸を打たれています。 

子どもたちは放課後の時間を本当に楽しみにしています。それは、スタッフの皆様が「子どもたち一人ひ

とりの個性に寄り添った関わり」を大切にしてくださっているからです。 

単に見守るだけでなく、時にはいけないこと、間違った行動に対して「それは違うよ」ときちんと、そし

て根気強く指導してくださる姿があります。また、ある時は「うちの子、お友達とうまく関われているかし

ら……」と不安を抱える保護者の方に寄り添い、優しく声をかけ、励まされている場面も拝見しました。 

スタッフの皆様は、子どもたちの小さな変化を見逃さず、学校、家庭とはまた別の角度から、子どもたち

の成長を支えてくださる「教育のパートナー」です。私自身、皆様の言葉や姿勢から、「一人を大切にする」

ということの真髄を日々学ばせていただいております。 

学校とひなわしメート。場所は違えど、子どもたちの健やかな成長を願う心は一つです。こうした地域の

支えがあることに感謝しながら、これからも連携を深めてまいります。 

新しい一年が、子どもたちにとって、そして皆様にとって、午（うま）が駆けるが如く、希望に満ちた活

気あふれる年となりますよう祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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２月行事予定 ※帰宅時刻午後 4 時 30 分 

登別市小中学生書初め展  
 

 

 

 

 

 

 読書活動について  
   

 


